
別紙１（第５条関係） 

 

事 業 実 施 計 画 書 

市町村（学校組合）名  南国市            

補助事業の内容 

事業内容 

（事業のねらい・

内容・部活動指導

員の活用方法・事

業計画・成果目

標・成果指標、成

果を検証する具体

的な方法、期待す

る成果等） 

１．事業のねらい 

 ・該当中学校において実施される運動部活動の一層の充実と運動部活動を

担当する教職員の負担軽減を図る。 

 ・教育委員会事務局内において、地域で部活動に代わり得る質の高い活動

の機会を確保できる十分な体制を整える取組を進めるための計画の策

定に向けた検討組織を設置する。 

 

２．内容 

 ・上記ねらいに資するために、「運動部活動指導員」を配置する。 

 

３．部活動指導員活用方法 

 ・１日２時間までの週４日まで平日の運動部活動と、土日の運動部活動の

指導及び大会引率にあたる。 

 ・該当中学校部活動顧問教員は、指導時間の軽減を図りながら、運動部活

動指導員と連携して指導にあたる。  

  

４．事業計画 

 ・毎月「顧問教員」「運動部部活動指導員」は、互いに勤務状況を確認し

た後、整合性がとれている『勤務実績報告書』を、月末速やかに市教委

担当へ提出する。 

  ・また、学校長確認欄に校長印を押印した運動部活動指導員の「活動報告

書」も、月末速やかに市教委担当へ提出する。 

・新しく配置した運動部活動指導員は、資質向上に向けた南国市主催の研

修に参加する。 

第１回研修・・「服務」と「事例」について 

第２回研修・・「南国市ゲートキーパー養成研修 

（夏季もしくは冬季）」への参加 

 ・教育委員会事務局内において、2019年度以降に実施する検討会における

検討組織について検討する。 

 

５．成果目標・成果指標（期待する成果） 

 ①「運動部活動指導員」を配置したことで、毎学期の該当顧問教員の部活

平成３１年度運動部活動指導員配置促進事業 



動に係る指導時間が軽減される。【成果目標】 

・顧問のうち副顧問の平日の指導時間とともに、土日等の運動部活動の指

導及び大会引率に係る時間が昨年度３学期に近くなる。さらに、特に土

日等の運動部活動の指導及び大会引率に係る時間は０時間になる。 

【成果目標】 

 ②教育委員会事務局内において、2019年度以降に実施する検討会における

検討組織を設置する。【成果目標】 

 ・教育委員会事務局内において、2019年度以降に実施する検討会における

検討組織を設置できたか。【成果指標】 

６．成果を検証する具体的方法 

 ①「ミライム」等による出退勤管理で比較する。【南国市教委】 

実施体制 

（１）学校部活動顧問１名と運動部活動指導員１名の２名体制で部活動指導

を行う。 

（２）平日放課後の指導時間は２時間、休日の指導時間は３時間とし、これ

を運動部活動指導員の指導時間の上限とする。ただし、資料作成の時

間は、指導時間とは他でとれるものとするが、最大１日１時間とする。 

（３）運動部活動指導員は、生徒に対する技術の指導、並びに学校部活動顧

問の指導に対する精神的な支えとなるような指導活動を行う。 

（４）部活動の実施場所は、本校運動場・体育館もしくは市内体育施設で実

施する。 

学校名等 

学 校 名：南国市立香長中学校   指導員数：２人 

部活動名：男子バスケットボール部 

部 員 数：２４名（内 男 ２４名  女 ０名）【平成３０年度】 
 

学 校 名：南国市立鳶ヶ池中学校   指導員数：２人 

部活動名：陸上部 

部 員 数：２０名（内 男 ９名  女 １１名）【平成３０年度】 

雇用期間 交付決定日から～平成３２年３月３１日 

  


